
平成 21 年検査実績報告書

MPアグロ研究室　検査センター表紙写真：万田坑（熊本県荒尾市/福岡県大牟田市県境）
国指定重要文化財　世界遺産暫定リスト掲載
明治37年に操業を開始した万田坑は、当時の優れた炭鉱の技術を
伝えているため平成10年５月に国の重要文化財に指定されました。
また炭鉱施設としてはわが国では唯一、平成12年１月に国史跡とし
て指定されました。
（撮影者；村上博明）
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ま　え　が　き

　当検査センターが設立されて（昭和49年10月設立）35年を経過し、ここに34回目の報告書を提出します。
今年４月１日よりＭＰアグロ株式会社が発足し、アトルＡ＆Ｆ検査室はＭＰアグロ研究室・検査センターと
してスタートすることとなりました。ＭＰアグロ研究室は岡山にリサーチセンターを、そして福岡に検査セ
ンターを置き様々な検査業務を行う両輪が出来上がりました。まずは統合の試みといたしまして水産におけ
る情報一元化のために魚病検査の部分で四国の魚病情報を掲載することとなりました。今後は畜産・食品の
分野でも幅広い情報を提供出来ますよう頑張っていきたいと思います。
　さて平成21年早々には愛知県でウズラに対する弱毒タイプの鳥インフルエンザが発生し、国内を震撼させ
ました。鳥インフルエンザは養鶏業界においてのみならず、全世界が新型インフルエンザ変異への要注意ウィ
ルスとして注視している疾病であることに変わりはありません。この鳥インフルエンザを題材に映像メディ
アがアウトブレイクの問題を取り上げました。これは単なるフィクションではなく現実に起こり得る可能性
を十分に踏まえたものです。メキシコにおける豚インフルエンザの変異による新型インフルエンザの発生は
まさにその具現化されたものに他なりません。また平成22年４月には宮崎で牛口蹄疫が発生し、各所轄機関
がその防疫対策に必死になっている現状を、来る将来の憂いに対応するための試練ととらえているのは我々
だけでしょうか？我々はその時、如何に考え行動するかを問われます。常にこの問題を念頭におきその時に
備える準備をしておくことが必要となるでしょう。
　また食品流通におきましては生産加工物の品質はもちろんのこと、食品の安全性への要望が非常に高まっ
ています。平成20年におきた海外からの冷凍食品に対する農薬混入問題はようやく犯人逮捕に繋がりました。
また産地偽装など食品製造業者に対する社会的モラルの重要性が国内の報道でプレスされ、“食の安心・安全”
が声高に訴えられているにも関わらずこの種の事件があとを絶ちません。非常に危惧すべき問題です。
　水産養殖業界におきましては世界同時不況の発生から魚価は低迷しことごとく養殖魚の値段は下がったま
まです。これに加え今年はエルニーニョ現象の発生もあり魚粉原料となるイワシが獲れていないにも関わら
ずチリ大地震の影響で出漁さえも十分に出来ない状況となってしまいました。これによりペルーでの魚粉確
保では日本の商社が中国やノルウェーの商社に買い負け、現地では日本人は相手にされない状況にあるとも
聞きます。今後、潤沢に安価な魚粉が入ってくることはありません。養殖業界は新しい変革の時代に突入し
たといっても過言ではないでしょう。我々はこのような時代に即応した様々な提案をしていかなくてはなり
ません。
　従来より当検査センターはHACCPシステムの手法を導入して、現状の危害分析と定期的検証、そして効
果的なモニタリングの一貫とした検査活動を進めて参りました。これからはリサーチセンターとも連携を取っ
た幅広いサポートができるように、そして皆様の経営のお役に立てるよう今後とも最大限の努力をしていく
所存です。どうぞよろしくお願い申し上げます。
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第Ⅰ章 サルモネラ菌検査� 生産現場から流通段階まで

　例年同様に生産段階の養鶏現場から流通段階の食品処理・加工現場までをまとめて集計した。
養鶏関連業界の血清型別依頼分もこの集計に加えている。養鶏現場ではHACCP推進の為、サ
ルモネラ菌のチェック体制を確立し迅速な対応を出来ることが重要と考え定期的に検査を実施
している。流通段階ではサルモネラ菌に起因する食中毒事故予防のためのチェックとして納入
される材料及び製品の検査をおこなっている。

1．サルモネラ菌検査成績
　生産現場は養鶏場の場合GPセンターまでを含める。肉類の場合は処理場から以降を流通段
階とした。（表１）にサルモネラ菌検査成績を示す。養鶏現場の二級卵卵殻については検査個数
によって３グループに分けて集計してある。この成績で陽性率が高かったのは、型別依頼分を
除き ｢二級卵卵殻150個以上｣「鶏舎内ホコリ」｢DS法｣「二級卵卵殻50～149個」であった。全
体でみると養鶏現場からの陽性率は4.78％となり昨年より低くなった。養鶏現場の検体数は昨
年と比較し若干増えているものの、陽性率は一昨年の5.65％、そして昨年の6.78％より減少して
いる。流通段階においては原材料肉で１件陽性が検出されたが、これは生肉であることから原
料由来が推測される。当検査センターにおけるサルモネラ検査の総数は昨年比較で約300件増加
したが、これは養鶏現場からの依頼が増加したためである。表の右側には陽性の０群別集計を
載せている。養鶏現場においては０－７群が圧倒的に多いことがわかるが、今年はそれに加え他
０群血清型もかなり検出された。なお陽性数と０群別総数が合致しないのは陽性１検体に対し
０群２種以上検出があるためである。

（表１） サルモネラ菌検査結果  （平成21年１～12月）

検査品目
検
体
数

陽
性
数

陰
性
数

陽性率
O群別

O－4 O－7 O－8 O－9 O－3,
10

O－1,3,
19 O－13 0－16 0－18 0－35 0－40

（養鶏現場）
二級卵卵殻150個以上 195 22 173 11.28% 20 1 1 1

二級卵卵殻50～149個 501 28 473 5.79% 2 15 2 1 6 2
二級卵卵殻49個以下 398 16 382 4.27% 1 13 2 1
卵 内 容 419 1 418 0.24% 1
鶏 舎 内 ホ コ リ 418 43 375 10.29% 9 20 1 2 3 6 3 2
鶏 糞 213 1 212 0.47% 1

養鶏関連付着菌（スタンプ） 15 0 15 0.00%
養鶏関連付着菌（綿棒） 636 4 632 0.63% 2 1 1
養鶏関連付着菌（DS法） 480 40 440 8.33% 2 20 6 1 2 9
RSM培地（血清型別依頼） 3 3 0 100% 4
腸 管 内 容 物 0 0 0 0.00%
敷 料 0 0 0 0.00%

水 5 0 5 0.00%
そ の 他 31 0 31 0.00%
養 鶏 現 場 小 計 3314 158 3156 4.78% 14 96 11 5 3 0 1 0 15 15 3
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検査品目
検
体
数

陽
性
数

陰
性
数

陽性率
O群別

O－4 O－7 O－8 O－9 O－3,
10

O－1,3,
19 O－13 0－16 0－18 0－35 0－40

（流通関係）卵製品 0 0 0 0.00%
肉 製 品 159 1 158 0.63% 1
魚 介 類 等 製 品 13 0 13 0.00%
米 飯 類 0 0 0 0.00%
惣 菜 691 0 691 0.00%
穀 類 0 0 0 0.00%
菓 子 4 0 4 0.00%
調 味 料 0 0 0 0.00%
野 菜 0 0 0 0.00%
そ の 他 1 0 1 0.00%
流 通 関 係 小 計 868 1 867 0.12% 1

合　　　計 4182 159 4023 3.80% 15 96 11 5 3 0 1 0 15 15 3
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■ 

■
■
■
■

■ 

■ 

■
■
■
■

二級卵卵殻

鶏舎内ホコリ

鶏糞

養鶏関連付着菌

食品材料・製品

畜産関係その他

鶏糞
5.1%

養鶏関連付着菌
27.0%

畜産関係その他
11.0%

食品材料・製品
20.8%

鶏舎内ホコリ
10.0%

二級卵卵殻
26.7%

図1. 検査品目割合

　図１より検査品目としては養鶏現場からのものが約８割、食品流通関連のものが２割となり、
養鶏現場の８割の部分では農場鶏卵と付着菌検査が半数近くを占める。つぎに鶏舎内ホコリ、
鶏糞という順で続く。その他の部分においては大半が卵内容物検査である。



－�－ －�－

■ 

■ 

■
■
■

■ 

■ 

■
■
■

二級卵卵殻

鶏舎内ホコリ

鶏糞

養鶏関連付着菌

その他

その他
2.5%

二級卵卵殻
44.8%

鶏舎内付着菌
27.7%

鶏糞
0.6%

鶏舎内ホコリ
27.0%

図2. 陽性数割合(検査品目毎）

　図２には陽性数の検査品目毎の割合を示す。陽性が多いのは二級卵卵殻、付着菌、鶏舎内ホ
コリとなっている。この３つの検査品目で陽性数の99％以上を占める。図３には各月の検査数
と陽性数を表す。全体の検査数としては昨年から約300件増加した。これは養鶏現場からのサル
モネラ検査依頼が増加したためであることは先に述べた。平成21年の陽性数推移は変わった傾
向を見せており、例年９月10月に急激な伸びを示すのに対し、平成21年は陽性数の増加は見ら
れるものの平成20年の半数止まりであった。これが検体数は増加しながら陽性率は下がった大
きな要因である。陽性数の増減傾向としては７月、９月、11月に増加した。

図3.月別検体数と陽性数の推移
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2．サルモネラ菌検査の陽性率及び血清型分離状況の推移
 　（表２）に平成４年７月からサルモネラ菌検査の取り組みを始めてからの検体数、陽性率及
び血清型の推移を示す。平成21年の血清型別では、０－７群が96株（60.4％）、０－４群が15株

（9.4％）、そして０－18群が15株（9.4％）と０－35群が15株（9.4％）と同率であった。次に０－８
群が11株（6.9％）、０－９群が５株（3.1％）、０－40群と０－3,10群が３株（1.9％）、０－13群が１株

（0.63%）の順であった。平成21年は平成20年に比べ検体数では約300件増加している。しかし、
陽性率は3.80％と平成20年と比較するとかなり低い値となった。また表２、図４からもわかる
通り、０－７群は陽性数の約６割を占めている。これは平成20年と比較するとかなり増加してお
り０－７群の広がりが懸念される。今年は０－35群が昨年と比べかなりの確率で検出された。こ
の要因においては不明である。０－９群は半減したものの依然養鶏現場から検出されている。そ
してその全部がS．Enteritidisであると言うことは非常に危惧される状況である。なお上記説明
の陽性率と図４の陽性率が異なるが上記説明は陽性数を母体とし計算したもので、図４は陽性
全血清型数を母数としたためである。

（表２）

検査年 検体数 陽性数 陰性数 陽性率
O群別

0－4 0－7 0－8 0－9 0－3,
10

0－1,3,
19 0－13 0－16 0－18 0－35 0－40

H.4 ～
H.5 1,312 54 1,258 4.12% 9 30 2 5 0 0 0 0 0 *

H.6 720 61 659 8.47% 11 14 3 12 2 2 0 0 0 *

H.7 1,534 59 1,475 3.85% 11 27 9 12 0 1 0 0 0 *

H.8 1,552 58 1,494 3.74% 8 29 14 6 0 5 0 0 0 *

H.9 1,971 87 1,884 4.41% 5 40 26 5 0 6 0 0 4 *

H.10 5,106 271 4,835 5.31% 32 183 36 16 4 2 1 0 0 *

H.11 4,522 239 4,284 5.29% 51 97 29 22 7 2 21 13 1 *

H.12 6,978 248 6,730 3.55% 36 82 24 9 3 0 68 4 30 5 *

H.13 7,280 204 7,076 2.80% 34 83 14 11 6 0 19 0 40 13 *

H.14 7,313 237 7,076 3.20% 44 80 28 9 12 1 18 0 48 5 *

H.15 7,370 157 7,213 2.13% 9 83 13 6 3 3 14 0 15 2 9

H.16 6,243 307 5,936 4.92% 21 148 40 20 5 5 5 0 62 2 6

H.17 7,973 289 7,684 3.62% 14 140 16 6 5 1 77 0 18 3 9

H.18 6,817 280 6,537 4.11% 32 181 36 15 1 4 6 0 11 1 5

H.19 4,889 206 4,680 4.21% 14 96 14 17 7 3 1 0 12 9 26

H.20 3,866 203 3,663 5.25% 13 75 16 18 2 0 0 0 68 4 12

H.21 4,182 159 4,023 3.80% 15 96 11 5 3 0 1 0 15 15 3

合　計 79,628 3,119 76,507 359 1,484 331 194 60 35 231 4 332 64 70
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0.00% ０－４

9.15%

図4. 血清型別の分布状況（平成21年）

3．サルモネラ菌の血清型別成績
　平成13年から０群分離した全菌株の血清型別の検査を実施している。表３には平成21年の血
清型別成績をまとめた。 ０－９群は５株分離され、すべてがS．Enteritidisであった。０－７群
は96株分離され、そのうちS．Infantisが20株、S．Ohioが19株、S．Thompsonが18株であった。
平成19年はS．Braenderupが２位に位置していたが平成21年は４位に転じた。０－７群において
は検出血清型にヴァリエーションがあるが例年影を潜めていたS．Montevideo、S．Livingston、S．
Bareillyなどが平成21年はまた復活してきた。平成21年もS．Infantisが０－７群の20.8%、またS．
Ohioが19.8％、そしてS．Thompsonが18.8％、さらにS．Braenderupが17.7％とこれら４種で
０－７群の77％を占めている。
　０－４群では昨年のS．Kiambu に代わりS．Agonaが０－４群の２/３を占める。また久しく
検出されていなかったS．Typhimuriumも２株検出されている。
　各０群別の血清型を見ても依然、食中毒起因血清型は例年変わらずかなりの数が検出されて
いる。また血清型別名を赤色で塗ってあるものは2009年の食中毒起因血清型として公的機関よ
り発表されたものである。それ以外の血清型の中にも過去食中毒起因血清型となったものが多
数含まれている。　
　当検査室におけるサルモネラ検査はほとんど養鶏関連で検出されている血清型であるが、食
中毒起因菌株が非常に高率であることは注視しなければならない事実である。
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(表３） サルモネラ菌の血清型別成績（ただし血清型別依頼分も含む）

S a l m o n e l l a  0 － 4 15 S a l m o n e l l a  0 － 1 3 1
S c h w a r z e n g r u n d ： 3 P u t t e n ： 1
A g o n a ： 10
T y p h i m u r i u m ： 2 S a l m o n e l l a  0 － 1 8 15

C e r r o ： 15
S a l m o n e l l a  0 － 7 95
I n f a n t i s ： 20
B r a e n d e r u p ： 17
M b a n d a k a ： 9
T h o m p s o n ： 18 S a l m o n e l l a  0 － 3 5 15
O h i o ： 19
M o n t e v i d e o ： 5 A l a c h u a ： 15
O t h m a r s c h e n ： 2
L i v i n g s t o n ： 3
B a r e i l l y ： 2

S a l m o n e l l a  0 － 3 , 1 0 3
不 明 1

O r i o n ： 2
S e c o n d i ： 1

S a l m o n e l l a  0 － 8 11
S a l m o n e l l a  0 － 4 0 3

Y o v o k o m e ： 3
C o r v a l l i s ： 8 J o h a n n e s b u r g ： 3

S a l m o n e l l a  0 － 9 5

E n t e r i t i d i s ： 5

　上の図は直近７年間の血清型別検査株数の推移である。その年の環境によりサルモネラの検
出の違いがあるものの１年間に200～300件の血清型別検査を行っている。平成21年は約
300件の血清型別検査を行った。

（図５）
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4．歴年血清型
（表４）10年間のサルモネラ血清型（H12～H21）
0群 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
4 S.Agona 11 14 7 3 4 9 8 8 3 10
4 S.Kiambu 7
4 S.Chester 8
4 S.Derby 6 6 14 4 2 4
4 S.Typhimurium 6 11 6 5 2 2 2
4 S.Saintpaul 4 1 3 1 1
4 S.Schwarzengrund 2 2 12 6 2 15 3 5 3
4 S.Fyris 2
4 S.Sadiego 2
4 S.Brandenburg 2 2 4 2 1
4 S.Haifa 1 5
4 S.Abony 1
4 S.Gloucester 1
4 S.Bradford 1
4 S.Lagos 1
4 S.Brezany 2 1
7 S.Infantis 33 24 20 31 37 26 63 27 22 20
7 S.Livingstone 10 11 1 6 2 2 3
7 S.Montevideo 7 14 12 5 3 9 5
7 S.Thompson 7 7 9 12 15 31 4 7 17 18
7 S.Mbamdaka 7 11 9 29 26 47 16 5 9
7 S.Braenderup 6 9 10 6 27 46 49 39 20 17
7 S.Othmarschen 3 4 9 7 2 2
7 S.Larochelle 3 1
7 S.Goma 2
7 S.Bareilly 2 1 2
7 S.Virchow 2
7 S.Aequatoria 2
7 S.Obugu 1
7 S.Isamgi 1 1
7 S.Gombe 1
7 S.Rissen 1 1
7 S.Lomita 1 1
7 S.Kivu 1
7 S.Ohio 1 1 3 1 19
7 S.Somone 5 5
7 S.Singapore 1 1 1
7 S.Escanaba 1
7 S.Georgia 1
7 S.Norwich 1
7 S.Colorado 1
7 S.Inganda 1
7 S.Potdam 6
7 S.Richmond 1
7 S.Tennessee 1
7 S.Oranienburg 1
8 S.Corvallis 9 3 9 3 13 13 12 10 10 8
8 S.Hardar 6 3
8 S.Cremieu 2
8 S.Haardt 2 1
8 S.Emek 4 3 2 16 2
8 S.Yovokome 2 1 3 15 4 5 3
8 S.Albany 1 11 2
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0群 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
8 S.Kentaucky 3 6 1
8 S.Wamow 1
8 S.Hindmarsh 10
8 S.Reubeuss 1
9 S.Enteritidis 9 11 9 6 19 6 14 17 17 5
9 S.Berta 1

13 S.Worthington 42 8 8 5 3 75 3
13 S.Nanga 21 2 4
13 S.Havana 3 4 6 1 1 1
13 S.Ried 2 2
13 S.Farmsen 2 2 1
13 S.Idikan 1
13 S.Romanby 1 2
13 S.Putten 1
16 S.Gaminara 4
18 S.Cerro 30 40 48 16 62 21 11 13 67 15
35 S.Alachua 5 11 5 2 2 4 1 9 3 15
40 S.Johannesburg 6 9 5 24 12 3
1,3,
19 S.Senftenberg 1 2 1 3 3

1,3,
19 S.Sambre 5

1,3,
19 S.Kouka 1

3,
10 S.London 2 4 1

3,
10 S.Anatum 3 5 2 3

3,
10 S.Muenster 1 2 1

3,
10 S.Give 1 2 2 1

3,
10 S.Orion 3 2

3,
10 S.Amsterdam 1 1

3,
10 S.Secondi 1

　表４は平成12年から平成21年までに当検査室で検出された血清型の推移である。10年間の推
移であるが、当検査室における検出血清型は０群の広範囲に及ぶ。これらの血清型は主に養鶏
環境から採取されたものであり、また毎年検出される血清型は食中毒起因血清型であることが
多い。
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5．検査センターレポート・・・“サニ太くん”スタンプ法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畜水産検査担当　前　田　　俊

　養鶏現場の環境検査としてスタンプスプレード法や綿棒拭取り、寒天培地スタンプなど様々
な方法が用いられている。それぞれに一長一短はあるが簡便に検査が出来ると言う点ではどれ
も良い商品である。今回はその環境検査の新資材としてチッソ株式会社のシート式培地“サニ
太くん”を紹介する。
　シート式培地“サニ太くん”はもともと食品の細菌検査用として開発されたものである。しか
しこの“サニ太くん”は環境検査用としても使えるのではないかと考え当検査センターで実際に
試してみた。
　養鶏場施設やGPセンターなどでは施設の水洗消毒を行うのが常である。その効果を確認す
るためにスタンプスプレードや綿棒等の検査資材を用いて環境の清浄化を把握する。しかしス
タンプスプレードは表面積が小さくまた判定基準のわかりづらさが、また綿棒は滑らかな表面
を拭取るには問題ないが、荒いコンクリート表面を拭取るには綿花が千切れていくなどのマイ
ナス面がある。その点“サニ太くん”は4.5cm×4.5cmの不織布部分をスタンプすることでスタ
ンプスプレードの不足しがちな表面積をカバーする。また4.5cm×4.5cmの表面積中の細菌数を
カウント出来るので清浄化の判断がしやすく簡便に行える。しかし“サニ太くん”はシート式培
地でありフィルムを剥がしてスタンプ後にフィルムをもどすため、ホコリの多い場所での採材
はフィルム糊部分にホコリが吸着してしまいフィルムと不織布の接着不可が起こる。そうなる
と35℃で48時間培養中に不織布中の水分が乾燥してしまうと言うことも起こりえる。ただ“サ
ニ太くん”の場合の注意はフィルム糊部分にホコリが吸着しないこと、フィルムを完全に剥が
してしまわないことなどを注意すれば検査の結果においての不満は生じない。また各環境検査
資材の採材後は綿棒においては生理食塩水10mlが資料検液となり、寒天培地式スタンプは培地
自体をスタンプするので当初から菌に対する栄養成分には困らない。しかしスタンプスプレー
ドはシリコン様スタンプ面には水分も栄養成分も有しない。スタンプ後に当検査センターに送
付され、それを寒天培地に再度スタンプするものである。それであれば“サニ太くん”の不織布
部分をスタンプし、当検査センターに到着ののち生理食塩水を定量浸透させることで条件は同
じではないだろうかと考えた。
　九州南部の農場で水洗前と水洗消毒後の付着菌検査を“サニ太くん”も用いて行った結果が下
記の表である。検査は採材後の“サニ太くん”を当検査センターに発送してもらい到着後に滅菌
生理食塩水を１ml、“サニ太くん”の不織布に浸透させた。そして35℃48時間、孵卵器にて培養
しコロニーを計数した。まずH施設で水洗前をA検査群とし以下３箇所のスタンプを行った。
水洗前は一般生菌数、大腸菌群数ともに採取されている。そして水洗消毒後をB検査群として
同じ箇所のスタンプを行い結果をみた。水洗消毒後は一般生菌数および大腸菌群数ともにカウ
ント数の減少がみられ水洗消毒の効果があったことが判明した。

細菌検査成績１（サニ太くん）

検　体 採　　材 一般生菌数 大腸菌群数

１ HA・水洗前床右 48 10

２ HA・水洗前床左 161 83

３ HA・水洗前壁右 48 30
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細菌検査成績２（サニ太くん）

検　体 採　　材 一般生菌数 大腸菌群数

１ HB・水洗消毒後床右 24 3

２ HB・水洗消毒後床左 6 4

３ HB・水洗消毒後壁右 － －

　同じ検査を今度はＳ施設で行った。上記と同じく水洗前をA検査群５箇所、水洗消毒後をB
検査群５箇所と定めた。水洗前でも非常に清浄化された施設であったが水洗消毒後はさらに清
浄化され大腸菌群数は皆無と言う結果が出た。

細菌検査成績３（サニ太くん）

検　体 採　　材 一般生菌数 大腸菌群数

１ SA・移卵床右 1 －

２ SA・移卵床左 － 1

３ SA・入卵床壁右 3 2

４ SA・移卵壁右 － －

５ SA・移卵壁左 － 1

検　体 採　　材 一般生菌数 大腸菌群数

１ SB・移卵床右 － －

２ SB・移卵床左 － －

３ SB・入卵床壁右 4 －

４ SB・移卵壁右 － －

５ SB・移卵壁左 － －

　このデータから食品微生物検査用資材のシート式培地“サニ太くん”はスタンプスプレードや
綿棒、寒天培地式スタンプと同様に環境付着菌検査の検査資材として有望であると判断した。“サ
ニ太くん”の利点としては採材操作および培養操作がスタンプスプレードと同等、判断材料が
菌数で出せる、培養時に重ね置きが出来るために孵卵器内が嵩張らないなどが上げられる。し
かし欠点としては先に述べた２点ほどが挙げられるが、総合的に見ると“サニ太くん”は畜産農
場の清浄化を知るための検査資材としてとてもいい資材のように感じる。利用法をもっと幅広
くとらえると、食品工場従事者の手洗い効果の判定、包丁やまな板、水道栓などのスタンプを
したりすることも可能である。
　我々の日常生活においても同じだが、決められた枠の中だけで物事を見つめるのではなくあ
らゆる可能性を考え、目的達成のために道は一本ではなく複数あるものだと言い聞かせ今後も
このような新しい発見をしていきたいと考える。
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“サニ太くん”のスタンプ法

採材箇所にスタンプする → フィルムをもどし四辺を押える

裏面に必要事項の記入送付 → 検査機関にて１ml生食を浸透

35℃、48時間　孵卵器にて培養 → 1.0×106以上により清浄度は悪い
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第Ⅱ章 畜産関係検査

1．鶏の血清反応
（１）マイコプラズマ急速凝集反応
　　　マイコプラズマ・ガリセプチカム（MG）の検査総羽数は、
　　　　　　　　　　　　　　　種　鶏　　　　　　　　690羽
　　　　　　　　　　　　　　　採卵鶏　　　　　　　　575羽
　　　　　　　　　　　　　　　ブロイラー　　　　　　　0羽
　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　　1,265羽
　　　マイコプラズマ・シノビエ（MS）の検査総羽数は、
　　　　　　　　　　　　　　　種　鶏　　　　　　　　690羽
　　　　　　　　　　　　　　　採卵鶏　　　　　　　　595羽
　　　　　　　　　　　　　　　ブロイラー　　　　　　　0羽
　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　　1,285羽

　13戸の生産者より上記羽数について検査を行った。平成２年頃からMGワクチンの接種が始
まり、平成18年頃よりMSワクチンの接種が始まった。検査成績はMG、MSワクチン接種の有
無に関係なく全羽数を集計したものでMGおよびMS抗体の状況について日齢別に成績をまと
めた。検査成績は、上表にあるように種鶏と採卵鶏のものである。

● ＭＧ●
　１～28日齢での陽性率0.0％は、原種鶏と種鶏からの移行抗体が陰性で、かつ種鶏及びCM雛
での野外感染がなく、MGのコントロールがうまく行われている。
　29日齢以降抗体が陽転しているのは、MGワクチン接種又は、野外感染によるものと思われる。

（表５、図６）

● ＭＳ●
　１～28日齢での陽性率0.0％は、原種鶏と種鶏からの移行抗体が陰性で、かつ種鶏及びCM雛
での野外感染がなく、MGのコントロールがうまく行われている。
　29日齢以降抗体が陽転しているのは、MSワクチン接種又は、野外感染によるものと思われる。

（表６、図７）
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（表５）

ＭＧ

日齢 ＋ ± － 合計 陽性率

1～14

15～28 0 0 25 25 0.0%

29～56 31 2 232 265 11.7%

57～84 58 7 85 150 38.7%

85～112 57 16 22 95 60.0%

113～140 120 9 16 145 82.8%

141～168 55 17 18 90 61.1%

169～196 41 14 10 65 63.1%

197～ 336 46 48 430 78.1%

計 698 111 456 1,265 55.2%

＊日齢判明分のみ

（表６）

ＭS

日齢 ＋ ± － 合計 陽性率

1～14

15～28 0 0 25 25 0.0%

29～56 19 2 204 225 8.4%

57～84 35 9 106 150 23.3%

85～112 58 13 24 95 61.1%

113～140 123 3 19 145 84.8%

141～168 88 2 0 90 97.8%

169～196 58 3 14 75 77.3%

197～ 433 19 28 480 90.2%

計 814 51 420 1,285 63.3%

＊日齢判明分のみ



－14－－14－

第Ⅱ章　畜産関係検査

－15－－15－

図6．MG日齢別検体数と陽性率の変化
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（２）ニューカッスル病赤血球凝集抑制反応
　初生雛の移行抗体の保有状況確認、ワクチン接種効果判定、及び今後のワクチン接種時期・
接種方法等を検討するための検査を行った。
　検査成績は、一群10羽以上の鶏群についてのみHI価幾何平均（GM価）を出した（表７）。

　　　検査羽数
　　　　　　　　　　　　　　　種　鶏　　　　　　　　380羽
　　　　　　　　　　　　　　　採卵鶏　　　　　　　　560羽
　　　　　　　　　　　　　　　ブロイラー　　　　　　　0羽
　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　　　940羽
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（表７）  日齢別  ニューカッスル病赤血球凝集抑制反応成績  レイヤー（含む種鶏）

GM価
日齢 3.9以下 4.0～

7.9
8.0～

15.9
16.0～

31.9
32.0～

63.9
64.0～

127.9
128.0～

255.9 256以上 検査群数計

1～14 0
（2W）

15～28 0
（4W）

29～56 3 2 2 1 1 9
（8W） 4.48% 2.99% 2.99% 1.49% 1.49%

57～84 1 1 1 1 4
（12W） 1.49% 1.49% 1.49% 1.49%

85～112 0
（16W）

113～140 4 4
（20W） 5.97%

141～168 2 2 4
（24W） 2.99% 2.99%

169～196 1 4 5
（28W） 1.49% 5.97%
197日齢 1 1 7 15 14 3 41

以上 1.49% 1.49% 10.45% 22.39% 20.90% 4.48%
平成21年 3 2 3 3 9 15 18 14 67

実績 4.48% 2.99% 4.48% 4.48% 13.43% 22.39% 26.87% 20.90%
平成20年 5 7 1 13 29 29 16 10 110

実績 4.45% 6.36% 0.91% 11.82% 26.36% 26.36% 14.55% 9.09%
平成19年 4 2 3 10 16 11 10 7 63

実績 6.35% 3.17% 4.76% 15.87% 25.40% 17.46% 15.87% 11.11%
平成18年 1 2 4 3 3 7 10 16 46

実績 2.17% 4.35% 8.70% 6.52% 6.52% 15.22% 21.74% 34.78%
平成17年 8 5 2 5 6 18 12 15 71

実績 11.27% 7.04% 2.82% 7.04% 8.45% 25.35% 16.90% 21.13%
平成16年 1 2 2 1 6

実績 16.67% 33.33% 33.33% 16.67%
平成15年 12 8 17 32 28 56 153

実績 7.84% 5.23% 11.11% 20.92% 18.30% 36.60%
平成14年 3 4 13 17 43 53 133

実績 2.26% 3.01% 9.77% 12.78% 32.33% 39.85%
平成13年 3 2 3 11 26 52 70 167

実績 1.80% 1.20% 1.80% 6.59% 15.57% 31.14% 41.92%
平成12年 4 7 9 19 32 41 93 205

実績 1.95% 3.41% 4.39% 9.27% 15.61% 20.00% 45.37%
平成11年 4 6 9 21 55 110 205

実績 1.95% 2.93% 4.39% 10.24% 26.83% 53.66%
平成10年 3 4 4 5 19 43 62 92 232

実績 1.29% 1.72% 1.72% 2.16% 8.19% 18.53% 26.72% 39.66%
平成 9年 1 2 5 12 26 30 64 140

実績 0.71% 1.43% 3.57% 8.57% 18.57% 21.43% 45.71%
平成 8年 4 3 13 15 36 26 40 137

実績 2.92% 2.19% 9.49% 10.95% 26.28% 18.98% 29.20%
平成 7年 4 3 11 19 15 46 54 88 240

実績 1.67% 1.25% 4.58% 7.92% 6.25% 19.17% 22.50% 36.67%
平成 6年 6 2 13 14 20 32 73 110 270

実績 2.22% 0.74% 4.81% 5.19% 7.41% 11.85% 27.04% 40.74%
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2．寄生虫検査
（１）鶏コクシジウム検査
　鶏舎におけるコクシジウム感染の有無及び汚染状況を見るために、56検体について浮遊法に
よる検査（OPG検査も併せて実施）を行った。検査結果は表７に示す。

（表８）　　　　　　　　　　　　　　鶏のコクシジウム検査成績

種　　　類 検査件数 陽性件数 陽性率
種　　　鶏 0 0 0.0％
採　卵　鶏 56 21 37.5％
ブロイラー 0 0 0.0％
合　　　計 56 21 37.5％

（２）豚コクシジウム検査
　豚舎におけるコクシジウム感染の有無及び汚染状況を見るために、６検体について浮遊法に
よる検査（OPG検査も併せて実施）を行った。検査結果は表８に示す。

（表９）　　　　　　　　　　　　　　豚のコクシジウム検査成績

種　　　類 検査件数 陽性件数 陽性率
哺 乳 子 豚 6 0 0.0％
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3．卵質検査
　平成21年は10戸の養鶏場から卵質検査の依頼があり2,225個（165ロット）について検査を実
施した（表10）。
　検査は、卵重量、卵殻強度、卵白高、ハウユニット、卵黄色、卵殻厚、血斑、肉斑、の各項
目について実施した。検査した2,225個のうち、日齢が確認できた1,526個（106ロット）について、
日齢ごとに集計した（表11）。

（表10）平成21年 鶏卵品質検査成績（全体）

卵重量
（ｇ）

卵殻強度
（kg）

卵白高
（mm）

 ハウユニット
（ＨＵ） 卵黄色 卵殻厚

（mm）
血斑

（％）
肉斑

（％）
検査個数

（ ）内はロット数
63.8 3.2 7.9 87.7AA 11.3 0.39 0.4 10.2 2,225（165）

注：（１）数値は、検査個数2,225個（日齢が確認できたもの1,526個、不明699個）の平均。
　　（２）�検査は、卵質自動測定器で①卵重量②濃厚卵白高③卵黄色④ハウユニット値の４項 

目を測定。「卵殻強度」と「卵殻厚」は、富士平工業（株）の卵質検査機器を使用して、
手動で測定。

　　（３）血斑、肉斑は、明らかに確認できたもの。
　　（４）�ハウユニット（ＨＵ）は、卵の鮮度を数値化したもので、濃厚卵白の高さを測定し、

それを卵重で調整した値。鶏卵業界では品質指標値の１つとして、利用されている。
　　（５）�ＨＵとランクとの関係は、72以上がＡＡ、60以上72未満がＡ、31以上60未満がＢ、31

未満がＣとなっている。

（表11）平成21年 鶏卵品質検査成績（日齢別）

  日齢 卵重
 （g）

卵殻強度
 （kg）

卵白高
（mm）

ハウユニット
（HU） 卵黄色 卵殻厚

（mm）
血斑

（％）
肉斑

（％） 個数

   ~200 57.5 3.4 8.7 93.6 11.1 0.39 0 5.9 186
201~300 62.5 3.3 8.3 90.1 10.2 0.39 0 9.2 555
301~400 64.4 3.2 7.9 87.4 9.9 0.4 0.4 9.1 452
401~500 67 3 7.5 84.1 9.3 0.4 0 21 248

501~ 69.3 2.9 7.6 84 10.6 0.39 0 21.2 85

注：①平成21年の検査個数2,225個のうち、日齢が判明した1,526個（106群）について集計。

検査結果所見
１．卵重
　　日齢が経過するにしたがって、卵重が増加している。
２．卵殻強度
　　日齢が経過するにしたがって、卵殻強度が弱くなっている。
３．卵殻厚
　　日齢別で大きな差は見られない。
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４．卵白高
　　日齢が経過するにしたがって、卵白の高さが低くなっている。
５．ハウユニット値（HU）
　　日齢が経過するにしたがって、HU値は低くなっている。
６．卵黄色
　　日齢別で大きな差は見られない。
７．血斑
　　血斑の出現率は、200日齢までが0.0％、201～300日齢が0.0％、301～400日齢が0.4％、
　　401～500日齢が0.0％、501日齢以上が0.0％であった。
８．肉斑
　　�肉斑の出現率は、200日齢までが5.9％、201～300日齢が9.2％、301～400日齢が9.1％、401

～500日齢が21.0％、501日齢以上が21.2％であった。

（表12） 平成21年 鶏卵卵質検査成績 農家別

農　家 卵　重
（g）

卵殻強度
（Kg）

卵白高
（mm）

ハウユニット
（HU) 卵黄色 卵殻厚

（mm）
血　班
（%）

肉　班
（%） 個　数

A 64.4 3.2 7.8 86.9 9.9 0.40 0.2 12.1 1255

B 67.6 3.1 8.1 87.4 13.9 0.39 1.2 11.4 246

C 59.0 3.1 8.3 91.2 13.4 0.39 0.0 9.2 240

D 60.5 3.5 7.6 86.8 10.9 0.38 1.1 0.0 190

E 66.5 3.0 8.4 89.4 12.9 0.40 0.0 8.3 120

F 61.4 3.2 8.9 93.9 14.1 0.39 0.0 5.1 99

G 67.3 3.2 7.0 80.6 14.2 0.40 2.5 12.5 40

H 68.2 3.2 8.7 91.1 9.3 0.39 0.0 20.0 20

I 58.8 2.3 6.6 81.2 13.0 0.38 0.0 10.0 10

J 41.7 3.6 5.3 78.5 13.0 0.35 0.0 0.0 5
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４．畜産関係その他検査
　サルモネラ菌以外の細菌検査の検体数について（表13）と（表14）に示す。平成21年は平成
20年と比較し約1000件強検査が増加した。一般生菌数と大腸菌群数の検査は汚染指標として判
定材料に用いるために集中している。特に畜産分野では大腸菌群を汚染指標として指定する傾
向が強く、大腸菌群検査が増えている。それ以外の細菌検査についてはスポット的に入るので
さほど検査数的には多くなかった。

（表13） 畜産関連材料におけるサルモネラ以外の細菌検査

検 体 名 一般生菌 大腸菌群 大腸菌
病原性
大腸菌

（Ｏ-157）

病原性
大腸菌

（Ｏ-26）
黄色ブドウ

球菌
カンピロ
バクター

クロスト
リジウム カビ・酵母 緑濃菌 ビブリオ 合　計

平成15年
細菌検査 990 765 10 0 856 0 0 5 0 2,626 

平成16年
細菌検査 885 871 51 726 817 0 0 0 0 3,350 

平成17年
細菌検査 1060 976 51 437 489 0 0 0 1 3,014 

平成18年
細菌検査 724 1123 144 165 227 1380 168 1 1 3,933 

平成19年
細菌検査 1362 1721 36 8 82 120 24 2 2 3,357 

平成20年
細菌検査 1048 1757 0 0 117 90 19 8 11 2 3,052 

平成21年
細菌検査 1545 2331 22 16 8 177 0 0 2 11 0 4,112 

合　計 7,614 9,544 314 1,352 8 2,765 1,590 211 18 15 2 23,444 

（表14）畜産関連材料における上記以外の検査

検　体　名 顕微鏡検査 ｐｈ 落下菌検査
一般生菌

落下菌検査
大腸菌群 合　　計

平成20年検査 1 1 10 5 17 

平成21年検査 86 86 

合　計 1 1 96 5 103 
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図８　平成21年畜産関連
一般生菌検査　品目内訳と陽性率

図９　平成21年畜産関連
大腸菌群　品目内訳と陽性率
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　畜産関連検査の一般生菌と大腸菌群検査における検査品目の内訳と陽性率を示した。ここで
卵加工品とあるが、本来は食品検査の方に割り振るべきものなのだが畜産関連の方で検査して
いるのでこちらに含めている。一般生菌の検査において生肉が異常に高い陽性率を示している
がこれは衛生レベルのチェックとその清浄化対策のために行っており、そもそも問題提起され
たものを行っているがゆえにこのような結果となっている。大腸菌群の検査で生肉、遺残卵黄、
おが粉が高陽性率であるが、生肉は一般生菌検査と同様の理由である。遺残卵黄においては種
卵の大腸菌群汚染を調べたものであり、これも雛質の劣悪化と言うことが根底にあったため予
測された事態であった。そしておが粉であるが、敷き料としてよく使われるものだが今までの
経験上、おが粉は汚染されていることが多い。製材所などで廃棄処分として出てきたものを利
用するが、もともと廃棄処分対象であり一角に集めてあるにすぎずそのおが粉自体は管理され
たものでもなんでもない。ゆえに鼠や猫などの糞尿汚染などを防御などしているはずもなくこ
のように汚染された結果が出てくる。
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第Ⅲ章 食品関係検査

１．環境調査
　当社においては衛生管理指標として主に製造工場からの依頼により検査を行っている。環境
調査において当社のHACCP推進部の資料を抜粋する。

Ａ．環境調査とその結果の評価
（１）環境調査手順

①環境調査目的を明確にする
②環境調査プランを作成する
　・調査方法を決定する
　・評価基準
　・基準逸脱時の処置
③調査実施
④結果の判定（合格、不合格改善措置対応）

（２）環境調査の目的…環境の衛生管理度合いを評価する
①製造環境の雰囲気（温度、湿度、気流、落下菌数）を測定する
②�製造設備、機器類に付着した汚物（食品残渣）、薬剤（洗剤・除菌剤）、微生物を測定

する
③製造作業者の手指、着衣など衛生慣行の励行状況を評価する

（３）評価基準の設定（微生物）…各社の製造品目により異なる
①製造環境の調査（ゾーニング）
　・清 潔 区　クラスA…落下細菌数
　　　　　　　クラスB…落下細菌数
　・準清潔区　クラスC…落下細菌数
　　　　　　　クラスD…落下細菌数
　・汚 染 区　クラスE…落下細菌数
　　クラス分類を行い、評価基準を設ける

（４）製造環境雰囲気の性能判定方法…平板シャーレ法（開放時間と面積）
・測定時間…製造作業前に定期的に測定
・目的、評価…空調設備の衛生的な維持管理状況の確認
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Ｂ．微生物汚染の要因
　微生物汚染の第一の要因である微生物の付着・混入は一次汚染、二次汚染に大別される
（１）食品への微生物の付着混入（二次汚染）

［食品　施設　作業靴　蛇口　ダスター　糞便］
　　　↓間接汚染　　　　　　　　　　↓
［手指　機械器具］　　　　　　　　　　↓飛び火汚染（空気）
　　　↓直接汚染＊　　　　　　　　　↓
　　食　品　　　　　　　　　　　　←

＊直接汚染は、食品と接触することによって生じる汚染である

（２）空気の微生物汚染

　　　　　

上記、環境調査手法に則り行われた検査数は下記の表のようになる。

付着菌検査
（表15）

区　　分 一般生菌 大腸菌群 黄色ブドウ球菌 E.Colli 酵　　母

菓子工場 17 17 17 0 0

食品加工工場 427 395 28 2 2

食肉加工工場 20 20 0 20 0

その他 0 0 0 0 0

合計 464 432 45 22 2

<Dryな環境>粉塵

<空調機>粉塵

<Wetな環境>水飛沫

資料提供：HACCP推進部
　　　　　棚町　ヒロ子
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落下菌検査
（表16）

区　　分 一般生菌 大腸菌群 真　　菌

食品加工工場 0 2 0

食肉加工工場 20 20 0

合計 20 22 0
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２．製品の細菌検査
　製品の細菌検査成績を（表17）に示す。黄色ブドウ球菌、腸炎ビブリオ、病原性大腸菌（0-157）
は菌が分離されたものは陽性と判定した。食品によっては一般生菌数および大腸菌群数の菌数
の多いものが見られ、原材料のチェックと二次汚染防止のためのHACCP（食品の危害分析・
重要管理点）方式の取り組みの必要性がある。検体数は昨年と比べ主要な検査において約500件
ほど減少している。検査において検査目的を明確にして、検査しようとする検体の特性を十分
考慮し、検査項目を選択する必要がある。

（表17） 製品の細菌検査成績

可 検 品 目
一般生菌 大　　腸　　菌　　群 黄色ブドウ球菌
検体数 検　体　数 検体数 陽性数 陽性率

液 　 卵
卵 加 工 品
明太子加工品 3612 3612
刺身等鮮魚介類
魚介類加工品 1241 1195 142 1 0.70%
魚 練 り 製 品 1175 969 194 1 0.52%
食肉等加工品 279 259 233 1 0.43%
野菜等加工品 320 319 282 0 0.00%
惣 　 菜 879 907 822 0 0.00%
穀 類 製 品 255 11 10 0 0.00%
米 飯 類 8 8 8 0 0.00%
調 味 料 151 146 3 0 0.00%
乳 製 品 4 0 0.00%
菓 子 類 505 504 486 0 0.00%
果 　 物
そ の 他 20 4 5 0 0.00%
合 　 計 8445 7934 2189 3

可 検 品 目
大腸菌 病原性大腸菌（0-157） 腸炎ビブリオ
検体数 検体数 陽性数 陽性率 検体数 陽性数 陽性率

液 　 卵
卵 加 工 品
明太子加工品 3584
刺身等鮮魚介類
魚介類加工品 946 5 0 0.00%
魚 練 り 製 品 16
食肉等加工品 251 126 0 0.00%
野 　 菜 11
惣 　 菜 682 7 0 0.00%
穀 類 製 品
米 　 飯
調 味 料 29
乳 製 品
菓 子 類 6
果 　 物
そ の 他 1
合 　 計 5526 126 0 12 0
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（表17） 製品の細菌検査成績

可 検 品 目
カ　　　ビ 酵　　　母 乳　酸　菌

検　体　数 検　体　数 検　体　数
液 卵
卵 加 工 品
明 太 子 加 工 品
刺 身 等 鮮 魚 介 類
魚 介 類 加 工 品
魚 練 り 製 品 2 2
食 肉 等 加 工 品
野 菜 等 加 工 品
惣 菜 1 4
穀 類 製 品 3 3
米 飯 類
調 味 料 1 1
乳 製 品
菓 子 類 303 300 104
果 物
そ の 他
合 計 308 307 109

可 検 品 目
耐　熱　生　菌 真　　　　　菌
検　体　数　 検　体　数

液 卵
卵 加 工 品
明 太 子 加 工 品
刺 身 等 鮮 魚 介 類
魚 介 類 加 工 品 5
魚 練 り 製 品 114
食 肉 等 加 工 品
野 菜
惣 菜 2
穀 類 製 品 4
米 飯
調 味 料
乳 製 品
菓 子 類
果 物
そ の 他
合 計 5 120
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図10.可検品目毎の各種細菌検査の割合

図11.黄色ブドウ球菌における検体数と陽性率
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３．日持ち試験
　日持ち試験については、検査項目毎に延べ検体数を（表18）に示す。通常、冷蔵品では10℃
の恒温器に、常温品では25℃の恒温器に検体を保存して依頼された間隔毎に微生物検査を行っ
ている。短い物では数日間、長い物では半年間に渡る日持ち試験を行っている。また同一検体
でも、温度条件の違いによる製品の保存状況や保存延長のための施策による効果などを調べる
目的で、10℃と15℃、25℃と30℃など２種類以上の温度帯での日持ち試験もある。

（表18） 日持ち試験実績

可検品目 一般生菌 大腸菌群数 黄色ブドウ球菌 真菌 腸炎ビブリオ 0－157 大腸菌 酵母 その他

卵 加 工 品

明 太 子 加 工 品 64 64 64

刺身等鮮魚介類

魚 介 類 加 工 品 254 212 12 123

魚 練 り 製 品 1019 837 168 90 16

食 肉 等 加 工 品 135 113 97 20 113

野 菜 等 加 工 品 5 5 5

惣 菜 69 69 39 17

穀 類 製 品 16 8 8 4

米 飯 類 8 8 8

菓 子 類 149 142 133 6 3 92

調 味 料 116 116 8

そ の 他 19 19 4

合 計 1854 1593 469 94 0 20 352 3 92
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図12.日持ち試験における可検品目毎の各種細菌検査割合
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４．食品関係その他検査
　食品関係で、細菌検査以外のその他検査実績を（表19）に示す。

（表19） 食品関係その他検査

可 検 品 目 P H 測 定 水 分 測 定 水 分 活 性 塩 分 濃 度

明 太 子 加 工 品

魚 介 類 加 工 品 103 232 119 107

野 菜 加 工 品 1

菓 子 類 1 10 10

食 肉 等 加 工 品 5 10 5 10

果 物

調 味 料

穀 類 8 8 8

惣 菜 13

そ の 他

合 計 131 260 142 117
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５．検査センターレポート・・・研修報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品検査担当・クーパー　良衣

　日ごろは検査センターにおいて、食品の原料や製品の検査に追われていますが外部の様々な
食品検査に関する情報収集も私にとっては大事な業務の一つとなっております。食品検査関連
の研修に参加し、そこで得た新しい検査技術や知識を組み入れることで常に精度の高い検査結
果をだすように努めております。
　さてその業務の一環として昨年から今年にかけて四つの研修に参加してまいりました。その
研修は下記の通りです。

１．“微生物検査を考える研究会”
２．“食品分析技能試験ＦＡＰＡＳセミナー”
３．“食品微生物福岡地区セミナー”
４．“日本食品微生物学会学術セミナー”

　どの研修も興味を掻き立ててくれる内容でしたがその中でも日本食品微生物学会学術セミ
ナーの中の講演で、福岡県保健環境研究所の村上先生がされた講演、「サルモネラおよびその検
査法」がとても印象深かったのでご紹介したいと思います。サルモネラ検査は当検査センター
でも畜水産検査室の方でかなりの検体数を検査し、民間検査機関では珍しく陽性検体のすべて
を血清型別まで検査しております。食品検査室の方でも検査をして陽性検体が出た場合は畜水
産検査室に血清型別を依頼しますが、ほとんど陰性であるので（陰性であることにこしたこと
はないのですが）滅多に血清型別検査までまわることはありません。そのような環境に居るた
めか、村上先生の講演はサルモネラと言う細菌を改めて認識させていただける内容でした。
　まずサルモネラと言う細菌の定義のお話があり、まずは“サルモネラとは”と言う細菌を扱う
者は知っておくべき内容でした。その中でサルモネラの分布として鶏はレゼルボア（菌の運び
手・蓄積場所、病原巣）として高い頻度で感染しており、牛や豚よりもその感染率は高いと言
うことを改めて認識いたしました。そして食品としての鶏肉は４割がサルモネラに汚染されて
いると言う現実には驚愕いたしました。
　次にサルモネラの検査のお話と移っていくのですが、その中で村上先生が力点をおかれてい
たのが検査の目的と検査法を明確にすると言うことでした。検査結果の迅速な入手を目的とす
るのか、少ない菌数までを検出することを目的とするのか、それは検査する人間の立場におい
て違ってくると言うことでした。コスト、検出率、迅速な結果を同時に満たす方法はないと。もっ
ともなことだと思います。そして発表スライドのデータで培養法５日を指数100として他の検査
法を比較した時、ビーズ法は５日と時間は同じであるが検出率は180と高いこと。またラピッド
テストやイムノクロマト法は時間は２～３日と短時間で出来るものの指数は80とやや培養法か
ら比べると検出率は低下することを知りました。現在、私が勤務しております検査センターの
食品検査室は食品企業さまの製品や原料の細菌汚染を調べるところです。そのような立場にあ
る私にとってどの方法が最も適しているのかと考えると、実際に行っております培養法が現状
では一番あっているのではと感じました。確かに検出時間は早く出来ることにこしたことはあ
りません。しかしそれで本来検出されなければならない検体が陰性となってしまえば企業さま
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からあずかった検体に対して異なる検査結果を戻してしまうことになり、そのことで企業さま
に大きなダメージを与えることに繋がるやもしれません。そのような立場にあることを考えれ
ば、当検査センターでは無論のこと民間施設ですからコスト面も考えなければなりませんが、
時間はかかっても出来る限り検出率は高いものではなくてはならないと言う結論に達します。
また当検査センターではチフス菌やパラチフス菌は対象としておりませんが、企業さまの検査
施設へのアドバイスとしてチフス菌・パラチフス菌は人にしか感染しないものであり、商品へ
のこれらの菌の混入汚染は重大な事故を引き起こすと言うことを踏まえ、企業さまには従業員
や従事者の定期的検便検査を勧めることとその場合には必ず、該当検査センターにチフス菌・
パラチフス菌が検査対象になっていることを確認すると言う知識を得たことはとても勉強にな
りました。
　今後も機会があれば食品検査に対する新しい知識を吸収するために外部の研修会へは積極的
に参加し、その結果を当検査センターの検査技術へと生かしていきたいと考えています。そし
てまた今回、様々な知識を教授していただいた福岡保健環境研究所の村上先生はじめ、各講演
で講師をつとめていただいた先生方には紙面を借りてではありますが感謝する次第です。あり
がとうございました。
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第Ⅳ章 魚病関係検査

１．北部九州エリア

表20　魚病検査状況（平成21年１月～12月）

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 合　計

検査数 ０ １ ０ ０ ２ ２ ５ ０ ０ ３ ０ ２ 15

　平成21年１月より平成21年12月までの魚病検査依頼件数は15件であった。昨年件数は16件で
あったから今年の検査依頼数はほぼ同じであった。

表21　各検査別集計（平成21年１月～12月）
寄生虫 細菌 薬剤 Ｘ線 ＰＣＲ その他

1 0 0 0

2 1 1 0

3 0 0 0

4 0 0 0

5 2 2 1

6 2 2 1

7 5 5 3

8 0 0 0

9 0 0 0

10 3 3 2

11 0 0 0

12 2 2 0

合計 15 15 7 0 0 0

（表21）から検査は寄生虫（クラミジアを含む）検査、細菌検査、薬剤感受性試験が中心であ
る事が分かる。これは魚病検査の流れとして上記３検査は基本的に必ず行うためである。
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表22　魚種別魚病発生状況

1月 2月 3月 4月

マダイ カンパチ ヒラメ トラフグ マダイ トラフグ マダイ ヒラメ マダイ トラフグ

イ リ ド ウ ィ ル ス 症

連 鎖 球 菌 症

エ ド ワ ジ ェ ラ 症

ビ ブ リ オ 症

連鎖＋エドワジェラ症

連 鎖 ＋ ビ ブ リ オ 症

エドワジェラ症＋ビブリオ症

３ 種 混 合 感 染 症

ノ カ ル ジ ア 症

類 結 節 症

腸 管 内 胞 子 虫 症

鰓 寄 生 虫 症

体 表 寄 生 虫 症

原 因 不 明

プ セ ッ タ リ ュ ー ム 症

肝 臓 障 害 1

小 計 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

5月 6月 7月 8月

マダイ ヒラメ トラフグ トラフグ ヒラメ ヒラメ トラフグ コイ ヒラメ トラフグ

イ リ ド ウ ィ ル ス 症

パ ス ツ レ ラ 症

連 鎖 球 菌 症

エ ド ワ ジ ェ ラ 症 1 1

ビ ブ リ オ 症 1

連鎖＋エドワジェラ症

エドワジェラ症＋ビブリオ症

エ ロ モ ナ ス 症

滑 走 細 菌 症

類結節症＋ビブリオ症

鰓 寄 生 虫 症 2 1

体 表 寄 生 虫 症

肝 障 害 1

原 因 不 明 1 1

腸 管 内 粘 液 胞 子 虫 症

小 計 0 1 1 2 1 2 2 0 0 0



－34－－34－

第Ⅳ章　魚病関係検査

－35－－35－

表22　魚種別魚病発生状況

9月 10月 11月 12月

マダイ カンパチ ヒラメ トラフグ ヒラメ トラフグ マダイ ヒラメ マダイ トラフグ

イ リ ド ウ ィ ル ス 症

連 鎖 球 菌 症

エ ド ワ ジ ェ ラ 症

ビ ブ リ オ 症 2

連鎖＋エドワジェラ症

連 鎖 ＋ ビ ブ リ オ 症

エドワジェラ症＋ビブリオ症

３ 種 混 合 感 染 症

ノ カ ル ジ ア 症

類 結 節 症

腸 管 内 胞 子 虫 症

鰓 寄 生 虫 症 1

体 表 寄 生 虫 症

原 因 不 明 1

肝 臓 障 害

そ の 他 1

小 計 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2

（表22）には鑑定病名を各月、魚種毎に示している。

《ヒラメのビブリオ症》

肛門の発赤・腹部膨満 胃のガス充満

　ヒラメのビブリオ症と診断したものだが、最近の魚病は外見では区別がつかない事例の一つ
である。肛門の拡張発赤や腹部の膨満からエドワジェラ症を疑った。剖検では腹水の貯留を診ず、
胃にガス充満していた。各臓器の細菌塗抹から桿菌が確認され、また細菌培養では培地よりビ
ブリオ菌が検出された。胃に滞留した残餌が腐敗し、ガスが充満してエドワジェラ症の腹水貯
留のような症例をみせたものである。
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２．四国エリア
�

（リサーチセンター宇和島分室）　

　平成22年４月からアトルA&F検査室は、MPアグロ研究室・検査センターとなり水産のエリ
アは四国・九州が営業エリアとなった。従来通り九州は検査センターが担当エリアであり、四
国はリサーチセンターが担当となる。情報の一元化のために水産の魚病情報として四国での検
査データも今後掲載する予定である。検査センターでは１～12月で集計しているが、リサーチ
センターでは４～３月と年度集計をしている。今後、これも統一していく予定である。

魚種別検体数内訳（平成21年度）� （検体数　単位：尾）　

４月 ５月 ６月 ７月 8月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

ハ マ チ 3 3.5 16 10.1 139 51.3 329 72.1 216 53.3 
カ ン パ チ 12 14.0 35 22.2 35 12.9 22 4.8 29 7.2 
マ ダ イ 47 54.7 83 52.5 38 14.0 52 11.4 55 13.6 
ス ズ キ 0.0 0.0 3 1.1 0.0 0.0 
ヒ ラ メ 19 22.1 7 4.4 21 7.7 42 9.2 48 11.9 
ト ラ フ グ 5 5.8 4 2.5 5 1.8 3 0.7 49 12.1 
ヒ ラ マ サ 0.0 0.0 6 2.2 0.0 1 0.2 
シ マ ア ジ 0.0 1 0.6 1 0.4 6 1.3 0.0 
マ ア ジ 0.0 0.0 0.0 1 0.2 0.0 
ハ タ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ク エ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
イ シ ダ イ 0.0 0.0 18 6.6 1 0.2 0.0 
イ シ ガ キ ダ イ 0.0 3 1.9 0.0 0.0 0.0 
カ ワ ハ ギ 0.0 9 5.7 5 1.8 0.0 0.0 
ウ マ ズ ラ ハ ギ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
マ サ バ 0.0 0.0 0.0 0.0 7 1.7 
合 計 86 100 158 100 271 100 456 100 405 100 

9月 10月 11月 12月 １月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

ハ マ チ 105 41.7 79 49.4 86 44.8 25 31.6 6 11.8 
カ ン パ チ 12 4.8 7 4.4 3 1.6 9 11.4 1 2.0 
マ ダ イ 28 11.1 22 13.8 10 5.2 11 13.9 16 31.4 
ス ズ キ 0.0 3 1.9 2 1.0 0.0 0.0 
ヒ ラ メ 71 28.2 37 23.1 35 18.2 14 17.7 22 43.1 
ト ラ フ グ 24 9.5 8 5.0 31 16.1 9 11.4 0.0 
ヒ ラ マ サ 0.0 0.0 15 7.8 0.0 0.0 
シ マ ア ジ 3 1.2 0.0 10 5.2 10 12.7 6 11.8 
マ ア ジ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ハ タ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ク エ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
イ シ ダ イ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
イ シ ガ キ ダ イ 1 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 
カ ワ ハ ギ 5 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ウ マ ズ ラ ハ ギ 3 1.2 4 2.5 0.0 1 1.3 0.0 
マ サ バ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
合 計 252 100 160 100 192 100 79 100 51 100 
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２月 ３月 合　　計
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

ハ マ チ 1 1.6 0.0 1005 44.9 
カ ン パ チ 2 3.3 8 12.3 175 7.8 
マ ダ イ 13 21.3 12 18.5 387 17.3 
ス ズ キ 0.0 0.0 8 0.4 
ヒ ラ メ 19 31.1 23 35.4 358 16.0 
ト ラ フ グ 7 11.5 7 10.8 152 6.8 
ヒ ラ マ サ 3 4.9 6 9.2 31 1.4 
シ マ ア ジ 0.0 9 13.8 46 2.1 
マ ア ジ 0.0 0.0 1 0.0 
ハ タ 0.0 0.0 0 0.0 
ク エ 0.0 0.0 0 0.0 
イ シ ダ イ 1 1.6 0.0 20 0.9 
イ シ ガ キ ダ イ 0.0 0.0 4 0.2 
カ ワ ハ ギ 15 24.6 0.0 34 1.5 
ウ マ ズ ラ ハ ギ 0.0 0.0 8 0.4 
マ サ バ 0.0 0.0 7 0.3 
合 計 61 100 65 100 2236 100 

　平成21年４月より平成22年３月までの魚病検査依頼件数は423件（2236尾）であった。昨年度
は502件（3079尾）であったから今年度の魚病検査依頼件数は減少傾向にあった。この要因とし
て、マダイの検体数が大幅に減少したことが考えられる。毎年夏場の高水温期にイリドウイル
ス感染症が大発生するが、平成21年の夏は宇和海全域においてほとんど発生が見られなかった
ため検体依頼が極端に少なかった。一方でヒラメの検体依頼は新規開拓に伴い増加傾向にあっ
たためである。

魚種別疾病別検体数内訳（平成21年度）
【ハマチの疾病】� （検体数　単位：尾）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ウ イ ル ス 性 腹 水 症 0.0 0.0 13 9.4 10 3.0 0.0 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
連 鎖 球 菌 症（ α ） 1 33.3 4 25.0 15 10.8 22 6.7 22 10.2 
類 結 節 症 0.0 0.0 96 69.1 266 80.9 182 84.3 
ノ カ ル ジ ア 症 0.0 0.0 0.0 0.0 5 2.3 
ミ コ バ ク テ リ ウ ム 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
黄 疸 症 1 33.3 12 75.0 0.0 0.0 0.0 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 0.0 10 3.0 0.0 
ヘ テ ラ キ シ ネ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ト リ コ ジ ナ 症 0.0 0.0 0.0 4 1.2 0.0 
緑 肝 症 0.0 0.0 7 5.0 0.0 0.0 
ベ コ 病 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
腎 腫 大 0.0 0.0 0.0 1 0.3 0.0 
体表スレを伴う不明病 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
脊 椎 脆 弱 0.0 0.0 1 0.7 0.0 0.0 
腐 敗 0.0 0.0 0.0 7 2.1 0.0 
不 明 1 33.3 0.0 7 5.0 9 2.7 7 3.2 
著 変 な し 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
合 計 3 100.0 16 100 139 100.0 329 100.0 216 100.0 
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９月 10月 11月 12月 １月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ウ イ ル ス 性 腹 水 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
連 鎖 球 菌 症（ α ） 0.0 0.0 5 5.8 0.0 0.0 
類 結 節 症 30 28.0 25 31.6 6 7.0 9 36.0 0.0 
ノ カ ル ジ ア 症 59 55.1 31 39.2 26 30.2 7 28.0 0.0 
ミ コ バ ク テ リ ウ ム 症 3 2.8 7 8.9 0.0 0.0 0.0 
黄 疸 症 0.0 5 6.3 21 24.4 1 4.0 5 83.3 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヘ テ ラ キ シ ネ 症 1 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 
ト リ コ ジ ナ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
緑 肝 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ベ コ 病 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
腎 腫 大 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
体表スレを伴う不明病 0.0 0.0 3 3.5 0.0 0.0 
脊 椎 脆 弱 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
腐 敗 0.0 2 2.5 0.0 4 16.0 0.0 
不 明 14 13.1 9 11.4 15 17.4 4 16.0 1 16.7 
著 変 な し 0.0 0.0 10 11.6 0.0 0.0 
合 計 107 100.0 79 100.0 86 100.0 25 100.0 6 100.0 

２月 ３月 合　　計
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0 0.0 
ウ イ ル ス 性 腹 水 症 0.0 0.0 23 2.3 
ビ ブ リ オ 症 1 100.0 0.0 1 0.1 
連　鎖　球　菌　症（α） 0.0 0.0 69 6.9 
類 結 節 症 0.0 0.0 614 61.0 
ノ カ ル ジ ア 症 0.0 0.0 128 12.7 
ミ コ バ ク テ リ ウ ム 症 0.0 0.0 10 1.0 
黄 疸 症 0.0 0.0 45 4.5 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 10 1.0 
ヘ テ ラ キ シ ネ 症 0.0 0.0 1 0.1 
ト リ コ ジ ナ 症 0.0 0.0 4 0.4 
緑 肝 症 0.0 0.0 7 0.7 
ベ コ 病 0.0 0.0 0 0.0 
腎 腫 大 0.0 0.0 1 0.1 
体表スレを伴う不明病 0.0 0.0 3 0.3 
脊 椎 脆 弱 0.0 0.0 1 0.1 
腐 敗 0.0 0.0 13 1.3 
不 明 0.0 0.0 67 6.7 
著 変 な し 0.0 0.0 10 1.0 
合 計 1 100.0 0 0.0 1007 100.0 

　ハマチで一番検査依頼が多いのは類結節症であった。そして検査したうちの約８％に類結節
症の治療薬であるアンピシリンに耐性が見られ、アンピシリン耐性のものは同じく治療薬であ
るホスホマイシンにも耐性が見られる傾向が多かった。発生サイズは当歳魚がほとんどだが、
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２年魚にも発生が見られることもあった。２番目に検査依頼が多かったのはノカルジア症で、
180ｇの稚魚から3.3kgの成魚まで全てのサイズに発生が見られた。３番目に多かったのはα溶
血性の連鎖球菌症で平成21年度は導入直後の稚魚（ワクチン接種前）に多く発生が見られ、そ
のためにワクチン接種が延期になったこともあった。レンサ球菌症の治療薬であるマクロライ
ド系のエリスロマイシンは全て感受性があったが、リンコマイシン系のリンコマイシンにはほ
とんどが耐性であった。

魚種別疾病別検体数内訳（平成21年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【カンパチの疾病】� （検体数　単位：尾）

4月 5月 6月 7月 8月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ビ ル ナ ウ イ ル ス 疑 い 4 50.0 8 29.6 2 6.1 5 29.4 0.0 
新 型 レ ン サ 球 菌 症 0.0 0.0 0.0 0.0 1 3.7 
連 鎖 球 菌 症（ α ） 0.0 0.0 5 15.2 6 35.3 0.0 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
類 結 節 症 0.0 8 29.6 7 21.2 5 29.4 7 25.9 
ノ カ ル ジ ア 症 0.0 0.0 1 3.0 0.0 2 7.4 
滑 走 細 菌 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ゼ ウ ク サ プ タ 症 3 37.5 2 7.4 0.0 0.0 0.0 
血 管 内 吸 虫 症 5 62.5 5 18.5 0.0 0.0 3 11.1 
べ こ 病 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
腎 臓 腫 大 0.0 0.0 5 15.2 4 23.5 0.0 
芽 胞 細 菌 様 疾 病 0.0 8 29.6 14 42.4 0.0 0.0 
ヤ セ 0.0 4 14.8 0.0 0.0 3 11.1 
脊 椎 骨 骨 折 0.0 0.0 0.0 0.0 1 3.7 
異 物 誤 飲 0.0 0.0 0.0 0.0 3 11.1 
不 明 0.0 0.0 1 3.0 2 11.8 7 25.9 
合 計 8 100.0 27 100.0 33 100.0 17 100.0 27 100.0 

9月 １０月 １１月 １２月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0.0 0.0 
ビ ル ナ ウ イ ル ス 疑 い 0.0 0.0 1 50.0 4 80.0 
新 型 レ ン サ 球 菌 症 0.0 0.0 1 50.0 0.0 
連　鎖　球　菌　症（α） 2 16.7 0.0 0.0 0.0 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
類 結 節 症 0.0 0.0 1 50.0 1 20.0 
ノ カ ル ジ ア 症 3 25.0 2 28.6 0.0 3 60.0 
滑 走 細 菌 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
ゼ ウ ク サ プ タ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
血 管 内 吸 虫 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
べ こ 病 0.0 0.0 0.0 0.0 
腎 臓 腫 大 0.0 0.0 0.0 0.0 
芽 胞 細 菌 様 疾 病 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヤ セ 0.0 0.0 0.0 0.0 
脊 椎 骨 骨 折 0.0 0.0 0.0 0.0 
異 物 誤 飲 0.0 0.0 0.0 0.0 
不 明 7 58.3 5 71.4 0.0 1 20.0 
合 計 12 100.0 7 100.0 2 100.0 5 100.0 
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１月 ２月 ３月 合　　計
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
ビ ル ナ ウ イ ル ス 疑 い 0.0 1 100.0 2 33.3 27 18.5 
新 型 レ ン サ 球 菌 症 0.0 0.0 0.0 2 1.4 
連 鎖 球 菌 症（ α ） 0.0 0.0 0.0 13 8.9 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 6 100.0 6 4.1 
類 結 節 症 0.0 0.0 0.0 29 19.9 
ノ カ ル ジ ア 症 0.0 1 100.0 0.0 12 8.2 
滑 走 細 菌 症 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
ゼ ウ ク サ プ タ 症 0.0 0.0 0.0 5 3.4 
血 管 内 吸 虫 症 0.0 0.0 0.0 13 8.9 
べ こ 病 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
腎 臓 腫 大 0.0 0.0 0.0 9 6.2 
芽 胞 細 菌 様 疾 病 0.0 0.0 0.0 22 15.1 
ヤ セ 0.0 0.0 0.0 7 4.8 
脊 椎 骨 骨 折 0.0 0.0 0.0 1 0.7 
異 物 誤 飲 0.0 0.0 0.0 3 2.1 
不 明 1 100.0 0.0 0.0 24 16.4 
合 計 1 100.0 1 100.0 6 100.0 146 100.0 

　カンパチでもっとも検査依頼が多いのもハマチと同じく類結節症であった。そして検査した
うちの約55％に類結節症の治療薬であるアンピシリンに耐性が見られ、アンピシリン耐性のも
のは同じく治療薬であるホスホマイシンにも耐性が見られる傾向が多かった。発生サイズは当
歳魚がほとんどだが、２年魚にも発生が見られることもあった。次に検査依頼が多かったのは
脳や幽門垂や筋肉が発赤し、痩せて斃死する原因不明病で、主に11月以降の低水温期に発生が
見られた。愛媛県水産研究センター魚類検査室がウイルス分離を行った結果、ビルナウイルス
が分離されたことから『ビルナウイルス感染症の疑い』と言われていたが、その後の感染実験
では病気が再現されず、現在ではビルナウイルスには二次的に感染したのではないかと言われ
ている。その後、養殖研究所の調べで幽門垂に原虫が見られるとのことから、『原虫が消化管粘
膜の激しい炎症と崩壊を引き起こし、宿主は栄養の吸収ができずに衰弱していくのではないか』
とも言われ始めているが検査尾数が少ないため現段階では原虫と本症との因果関係は不明で断
定できないようである。そして次に検査依頼が多かったのは芽胞様細菌様疾病であるが、これ
は一部の地区でのみ発生が見られた。その他、α溶血性連鎖球菌症の発生も見られ、外部症例
は尾柄部がちぎれそうなくらいひどい潰瘍を呈しており新型連鎖球菌症と酷似していたものも
多かった。薬剤感受性においては、ハマチ同様マクロライド系のエリスロマイシンには感受性
が見られるがリンコマイシン系のリンコマイシンには耐性であった。
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魚種別疾病別検体数内訳（平成21年度）
【マダイの疾病】＊滑走細菌症と鰓滑走細菌症は一緒にする（検体数　単位：尾）

4月 5月 6月 7月 8月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
V H S 疑 い 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
滑 走 細 菌 症 0.0 0.0 3 7.9 0.0 1 1.9 
エ ド ワ ジ ェ ラ 症 0.0 2 2.2 0.0 12 23.1 10 18.5 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
連 鎖 球 菌 症（ β ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
エピテリオシスチス症 0.0 41 45.1 2 5.3 4 7.7 19 35.2 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 2 5.3 0.0 0.0 
ビ バ ギ ナ 症 11 23.4 32 35.2 0.0 19 36.5 15 27.8 
ト リ コ ジ ナ 症 0.0 4 4.4 0.0 2 3.8 0.0 
血 管 内 吸 虫 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ス ク ー チ カ 症 0.0 0.0 1 2.6 0.0 0.0 
ヘ ネ ガ ヤ 0.0 0.0 2 5.3 2 3.8 5 9.3 
白 点 病 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ベ コ 病 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
リ ン パ 性 白 血 病 34 72.3 0.0 0.0 0.0 0.0 
緑 肝 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
異 物 誤 飲 0.0 0.0 0.0 3 5.8 0.0 
ヤ セ 0.0 0.0 0.0 0.0 3 5.6 
不 明 2 4.3 1 1.1 14 36.8 10 19.2 1 1.9 
著 変 な し 11 12.1 14 36.8 0.0 0.0 
合 計 47 100.0 91 100.0 38 100.0 52 100.0 54 100.0 

9月 10月 11月 12月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 7 43.8 1 11.1 0.0 
V H S 疑 い 0.0 0.0 0.0 0.0 
滑 走 細 菌 症 0.0 0.0 0.0 5 45.5 
エ ド ワ ジ ェ ラ 症 15 53.6 5 31.3 3 33.3 1 9.1 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
連 鎖 球 菌 症（ β ） 0.0 0.0 0.0 0.0 
エピテリオシスチス症 0.0 0.0 0.0 0.0 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
ビ バ ギ ナ 症 0.0 1 6.3 0.0 0.0 
ト リ コ ジ ナ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
血 管 内 吸 虫 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
ス ク ー チ カ 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヘ ネ ガ ヤ 11 39.3 10 62.5 0.0 0.0 
白 点 病 1 3.6 0.0 0.0 0.0 
ベ コ 病 0.0 0.0 0.0 0.0 
リ ン パ 性 白 血 病 0.0 0.0 0.0 0.0 
緑 肝 症 0.0 0.0 0.0 0.0 
異 物 誤 飲 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヤ セ 0.0 0.0 0.0 0.0 
不 明 1 3.6 0.0 6 66.7 0.0 
著 変 な し 0.0 0.0 0.0 5 45.5 
合 計 28 100.0 16 100.0 9 100.0 11 100.0 
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1月 2月 3月 合　　計
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

イリドウイルス感染症 0.0 0.0 0.0 8 2.0 
V H S 疑 い 0.0 4 44.4 0.0 4 1.0 
滑 走 細 菌 症 6 37.5 0.0 0.0 15 3.8 
エ ド ワ ジ ェ ラ 症 0.0 0.0 0.0 48 12.2 
ビ ブ リ オ 症 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
連 鎖 球 菌 症（ β ） 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
エピテリオシスチス症 0.0 0.0 0.0 66 16.7 
ベ ネ デ ニ ア 症 0.0 0.0 0.0 2 0.5 
ビ バ ギ ナ 症 10 62.5 3 33.3 1 8.3 92 23.3 
ト リ コ ジ ナ 症 0.0 0.0 0.0 6 1.5 
血 管 内 吸 虫 症 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
ス ク ー チ カ 症 0.0 0.0 0.0 1 0.3 
ヘ ネ ガ ヤ 0.0 0.0 0.0 30 7.6 
白 点 病 0.0 0.0 0.0 1 0.3 
ベ コ 病 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
リ ン パ 性 白 血 病 0.0 0.0 3 25.0 37 9.4 
緑 肝 症 0.0 0.0 0.0 0 0.0 
異 物 誤 飲 0.0 0.0 0.0 3 0.8 
ヤ セ 0.0 0.0 0.0 3 0.8 
不 明 0.0 6 66.7 8 66.7 49 12.4 
著 変 な し 0.0 0.0 0.0 30 7.6 
合 計 16 100.0 9 100.0 12 100.0 395 100.0 

　マダイでもっとも検査依頼が多いのはビバギナ症（エラムシ）であり、20ｇ～100ｇまでの稚
魚で発生が見られた。次に検査依頼が多かったのはエピテリオシスチス症でこれも100ｇ以下の
稚魚で発生が見られた。そしてその次に検査依頼が多かったのはエドワジェラ症で、主に500ｇ
前後の魚に多く見られた。しかし、現場から『今年はエドワジェラ症が多い』という声をたく
さん聞いており、業者において症状から現場判断で投薬を済ませていると推測する。よって実
際のエドワジェラ症感染は今年度集計よりもまだ多いのではと感じる。
　例年、大発生が見られるイリドウイルス感染症に関しては今年、夏場の水温が例年に比べて
低かったせいか宇和海全域でほとんど見られず検体依頼はわずかであった。その他、５月に高
知県宿毛地区や愛媛県南部の愛南町でマダイ稚魚にも類結節症が発生した。アンピシリンの投
薬を行ったようであるが、止まりが悪かったとの話もある。また８月には同じく愛媛県愛南町
でマダイ稚魚にβ溶血性連鎖球菌症が発生した（平成20年に初めて大きな発生が見られた）。そ
してここ２～３年、冬場～春先にかけて主に宇和島以北の全てのサイズのマダイにハダムシ（ベ
ネデニア　セキイ）の寄生が多く見られているが、実際に消毒を行っているのは出荷前の大き
なマダイであることが多い。水温が上がるとベネデニアセキイは自然に魚体から脱落するため、
出荷までまだ時間がある魚に関しては、よほどひどくスレている小割生簀以外は様子を見てい
る業者が多いようである。
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魚種別疾病別検体数内訳（平成21年度）
【ヒラメの疾病】� （検体数　単位：尾）

4月 5月 6月 7月 8月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

エ ド ワ ジ ェ ラ 症 0.0 0.0 10 47.6 10 23.8 14 29.2 
連鎖球菌症（パラウベリス） 5 29.4 4 57.1 0.0 30 71.4 28 58.3 
連 鎖 球 菌 症（iniae） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ノ カ ル ジ ア 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
滑 走 細 菌 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ス ク ー チ カ 症 0.0 1 14.3 0.0 0.0 0.0 
ネオヘテロボツリウム症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
緑 肝 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
腐 敗 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
不 明 12 70.6 2 28.6 11 52.4 2 4.8 6 12.5 
合 計 17 100.0 7 100.0 21 100.0 42 100.0 48 100.0 

9月 １０月 １１月 １２月 １月
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

エ ド ワ ジ ェ ラ 症 18 25.4 15 40.5 27 73.0 1 7.1 0.0 
連鎖球菌症（パラウベリス） 39 54.9 0.0 6 16.2 7 50.0 4 18.2 
連 鎖 球 菌 症（iniae） 0.0 1 2.7 0.0 0.0 1 4.5 
ノ カ ル ジ ア 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
滑 走 細 菌 症 0.0 0.0 0.0 0.0 10 45.5 
ス ク ー チ カ 症 0.0 0.0 0.0 1 7.1 5 22.7 
ネオヘテロボツリウム症 0.0 0.0 1 2.7 0.0 0.0 
緑 肝 症 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
腐 敗 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
不 明 14 19.7 21 56.8 3 8.1 5 35.7 2 9.1 
合 計 71 100.0 37 100.0 37 100.0 14 100.0 22 100.0 

２月 ３月 合　　計
検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％

エ ド ワ ジ ェ ラ 症 4 21.1 5 21.7 104 29.1 
連鎖球菌症（パラウベリス） 0.0 1 4.3 124 34.6 
連 鎖 球 菌 症（iniae） 0.0 0.0 2 0.6 
ノ カ ル ジ ア 症 0.0 0.0 0 0.0 
滑 走 細 菌 症 1 5.3 0.0 11 3.1 
ス ク ー チ カ 症 1 5.3 11 47.8 19 5.3 
ネオヘテロボツリウム症 0.0 0.0 1 0.3 
緑 肝 症 0.0 3 13.0 3 0.8 
腐 敗 2 10.5 0.0 2 0.6 
不 明 11 57.9 3 13.0 92 25.7 
合 計 19 100.0 23 100.0 358 100.0 

　ヒラメで検査依頼が多いのは連鎖球菌症（パラウベリス）であり、稚魚から成魚まで全ての
サイズに一年中発生が見られた。そして検査したうちの約20％がOTCに耐性であった。次に多
かったのはエドワジェラ症で、これも稚魚から成魚まで全てのサイズにおいて一年中発生が見
られた。そして検査したうちの約50％がOTCに耐性であった。ついで検査依頼が多かったのは
スクーチカ症で、これは12月以降の低水温期に300ｇ前後の魚で発生が見られた。
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第Ⅴ章 その他の検査

１．水質検査
　検査内容は一般生菌数、大腸菌群数、PH値の測定をおこなった。よって当検査室での水質検
査は単に一般生菌数およびPHのみが水道水基準を満たしているかいないかと言う検査である
ことを承知しておいてもらいたい。

（表23）水質検査数 

一般性菌 大腸菌群 大腸菌 0－157 サルモネラ 黄色ブドウ球菌 PH

畜　　産 154 151 0 0 0 0 135

食　　品 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 154 151 0 0 0 0 135

　上記の表23に水質検査における畜産関係と食品関係の各細菌毎の検査数を記す。養鶏場関係
の水質検査は主に鶏の飲料水として適当かどうかを知ることが目的である。養鶏場の場合、井
戸水、河川を水源とするところが多く、タンクにくみ上げて各鶏舎に配管して給水している。
飼育管理面から清潔な水を配給することは重要なことである。水源のチェック、タンク及び給
水パイプ清掃、さらにそのチェックは重要管理点であることは言うまでもない。最低年一回は
チェックすることが必要である。
　また、水質基準は以下のとおりである。

〈水質基準〉
① 一般生菌数は１ml中100個以下
② 大腸菌は検出されない
③ PHは5.8～8.6

２．ハイポエタノールの細菌検査
　（株）アトルファーマで製造されたハイポエタノールの検査を実施した。
　本年の検査回数は16回で、64本のハイポエタノールを検査した。いずれもその検査結果は一
般生菌数陰性で製造工程におけるミスはなかった。
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第Ⅵ章 歴年実績

　平成21年の検査実績は畜産関係で血清反応の3,490件と畜産関連の検査11,508件を加え、　
14,998件であった。また食品関連の検査は31,215件となり全体の46,213件に対し畜産関連32.5％、
食品関連が67.5％と食品検査数が畜産検査数を大幅に上回った。昨年の45,872件から比べると前
年比101％でほとんど変化なかった。

１．血清反応検査実績

（表24）血清反応検査実績

鶏種 項 目 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

採
卵
鶏

MG凝集 218 619 1,031 1,152 94 613 370 163 694 575

MS凝集 218 619 956 1,152 94 503 310 163 802 595

NDHI 235 508 930 887 74 744 457 134 778 560

種　

鶏

MG凝集 5,267 3,156 1,820 2,331 2,308 1,630 670 814 1,216 690

MS凝集 5,240 3,192 1,820 2,331 2,308 1,630 690 814 1,216 690

NDHI 1,873 2,222 1,249 1,012 0 470 230 529 615 380

ブ
ロ
イ
ラ
ー

MG凝集 25 10 3 3 0 0 0 0 0 0

MS凝集 25 10 3 3 0 0 0 0 0 0

NDHI 228 61 3 3 0 0 0 0 0 0

合  計 13,329 10,397 7,815 8,874 4,878 5,590 2,727 2,617 5,321 3,490

　平成21年の検査状況と過去10年の血清反応における実績を（表24）に示す。平成21年は平成
20年と比較すると830件ほど検査数が減少した。また項目別の検査実績を（表25）に示す。豚・
牛関係各種検査の集計は少数なため畜産関連細菌各種検査とサルモネラ菌検査に含めた。平成
20年と比較してみると微量ながら検査数減である。しかし安心、安全と言う世相を反映して特
に食品検査依頼は検査全体の割合からすると増加している。
　総括すると畜産、食品、水産の検査総数は約46,000件でこれは昨年と比較するとおおよそ100
件の検査数増加であった。ここ10年以内でみると検査数は多く、キャパシティいっぱいの状況
にある。検査全体からすると畜産３割、食品７割と言う検査状況となり検査室立ち上げ時の畜
産検査と食品検査の数が完全に逆転した。現在の産業状態をそのまま反映しているように畜産
と食品の検査数も変化した。食品業界の動向を見ると、食品検査数は今後、増えることはあれ
減ることはないと推測される。
　以上を踏まえ検査業務に携わる我々も、このような時代の変化に即応し新しい検査センター
業務体制を確立していかなければならない。
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２．項目別検査実績
（表25）項目別実績

項　　目 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
コクシジュウム
検査：レイヤー 84 78 59 36 181 72 138 91 24 0 56

コクシジュウム
検査：ブロイラー 76 47 19 17 17 0 27 9 19 15 0

コクシジュウム
検査：種鶏 － － － － － － － 35 101 71 0

薬剤感受性試験 3 16 6 14 13 1 2 4 1 0 0
卵　質　検　査 1,077 440 808 1,083 1,938 2,190 3,252 3,568 2,947 2,398 2,225
水質検査・
一 般 生 菌 数 55 87 179 158 157 143 483 142 157 120 154

水質検査・
大 腸 菌 群 数 131 143 115 151

水質検査・ｐｈ 99 133 108 135
水質検査・
黄色ブドウ球菌 35 5 1 0

水質検査・
０－１５７ 27 0 0 0

敷料及び
飼 料 細 菌 検 査 － 1 － － － － － － － － －

サルモネラ菌検査 4,522 6,978 7,280 7,313 7,386 6,241 7,973 5,092 4,905 3,913 4,186
豚関係各種検査 0 0 0 0 5 15 10 ー 5 11 ー
牛関係各種検査 0 0 0 0 ー ー ー ー ー ー ー
水産関係各種検査 127 297 180 183 88 21 44 64 182 48 37
ペット関係検査 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0
畜産関連
細 菌 各 種 検 査 1,207 1,629 1,481 1,731 2,627 3,350 3,013 3,932 3,355 3,069 4,204

血 清 型 別 検 査
（Ｈ抗原） 496 408 474 402 628 606 543 342 334 295

食品関係・
環　境　調　査 3,373 3,070 5,137 2,908 2,236 167 1,511 7,542 6,199 247 1,007

食品関係・
製　品　検　査 3,662 8,689 8,314 9,783 11,338 11,973 16,477 19,384 21,097 26,652 25,081

食品関係・
日 持 ち 試 験 1,766 1,689 2,938 4,835 5,241 4,200 3,985 6,772 5,155 3,404 4,477

食品関係・
そ の 他 検 査 110 341 85 120 75 129 370 906 941 0 650

ハイポエタノール
の検査 68 64 64 64 60 52 48 40 44 44 64

異物血液反応等
その他 2 0 0 0

顕 微 鏡 検 査 2 3 9 1 1
合　　計 16,130 23,922 26,958 28,719 31,764 29,182 37,941 48,429 45,764 40,551 42,723

水産関係
各種検査（四国・
リサーチセンター）

2,236

（表25）において九州での水産関係各種検査は生簀ロットとしての検査数でカウント、四国で
は尾数（赤字）でカウントしている。加え南九州で行われた検査分はこの集計に反映されてい
ないために基準が異なるが、今年から新しい試行と言うことで掲載した。
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図13.全検査数実績

　図13は直近10年間の全検査数の推移を示す。平成21年は総検査数が若干増加したが平成17年
からは非常に膨大な検査数になっている。そしてその内容としては食品検査の67.5％、畜産関
連検査の32.5％と食品検査の伸長が著しい。
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